
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近、高齢者を中心とした架空請求に関する相談が全国的に急増しています。 

これまでも電話や電子メールによる架空請求に関する相談がありましたが、最近は

ハガキによる架空請求の相談が大変多くなっています。 

以下のようなハガキやメールが届いたら、消費者センターにご相談ください。 
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ハガキによる架空請求、急増中！！ 

 

【消費者庁ホームページより抜粋】 
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【相談事例】                                

インターネットで３か月先の国内パック旅行を申し込み、大人２人分の旅行代金

４０万円をクレジット決済し、直ぐに業者から承諾メールが届いた。同行者の都合

が悪く、翌々日に解約を申し出たところ、飛行機代１５万円は返金できないと言わ

れた。申し込みから２日しか経っておらず、３か月先の旅行なので納得できない。

標準旅行業約款では、取消料は旅行開始日の前日から起算してさかのぼり、20日

前から発生すると定めている。全額返金して欲しい。 

【アドバイス】                                

 店舗で旅行予約した場合は、契約条件や予約内容について担当者から説明を受け

ることができますが、旅行サイトを通じて予約する場合は、消費者自身が申し込み

完了前に、契約内容等を十分に確認する必要があります。また、パック旅行の場合、

旅行の予約だけでは契約は成立せず、申込金を支払う事で契約成立になりますが、

クレジットカード決済の場合は、申込金の受理がなくても、旅行業者が承諾すれば

契約は成立します。 

 事例の場合、クレジットカードで決済し、業者から承諾メールが届いているので、

旅行契約は成立しています。センターで旅行サイトを確認すると、当該ツアーはＬ

ＣＣを利用するツアーで、申込画面に「ご注意：こちらの航空券は予約された直後

から取消料が発生します」と記載がありました。業者に対し、飛行機代１５万円の

返金は求められないと説明しました。 

 インターネットで旅行の予約をする場合は、取消料規定等を確認してから申し込

みましょう。 

 


